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伝えたいこと

情報Ⅰの４つの項⽬は個別に学習
するのではなく、お互いの項⽬を
関連づけながら授業をするべき



発表の流れ
（１）はじめに（ねらい）
（２）情報Ⅰは全体の項⽬を意識した実践を
（３）情報デザインで情報システムを学ぶ（⽅法）
（４）情報システムを図解化した授業の流れ
（５）情報システムをどう活⽤するのか（評価）
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5

⼤⾥先⽣の擬似ポイントカードで
情報システムを学ぶ実践

神奈川県⽴相模原総合⾼等学校,⼤⾥有哉,第10回全国⼤会,2016

擬似ポイントカードを作成し、⾝近な情報システムの仕組みの
裏側に迫る画期的な授業実践を⾏った
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アウトプットを⼯夫したら
思考⼒・判断⼒・表現⼒が
育成できるのではないか



ねらい
情報システムの
効果的な活⽤⽅法について
考えられるようになる



発表の流れ
（１）はじめに（ねらい）
（２）情報Ⅰは全体の項⽬を意識した実践を
（３）情報デザインで情報システムを学ぶ（⽅法）
（４）情報システムを図解化した授業の流れ
（５）情報システムをどう活⽤するのか（評価）



基数変換の⼿計算の⼿順を
プログラミングの⼿順に置き換える（2017）



情報
デザイン

プログラ
ミング

ネットワーク
データ

問題
解決



あなた 友達

①メッセージ送信

②メッセージ要求

③メッセージ受信

クライアント・サーバ

ＬＩＮＥのトークは
クライアントサーバ

プログラミングで
ネットワークの仕組みを理解する（2018）



問題解決

情報
デザイン

プログラ
ミング

ネットワーク
データ



発表の流れ
（１）はじめに（ねらい）
（２）情報Ⅰは全体の項⽬を意識した実践を
（３）情報デザインで情報システムを学ぶ（⽅法）
（４）情報システムを図解化した授業の流れ
（５）情報システムをどう活⽤するのか（評価）



ねらい
情報システムの
効果的な活⽤⽅法について
考えられるようになる



15近江兄弟者⾼等学校,⻑⾕川友彦,神奈川県情報部会実践事例報告会,2017
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図解化はキーワードを要素として
その要素の関係を⽮印で表したモノ



発表の流れ
（１）はじめに（ねらい）
（２）情報Ⅰは全体の項⽬を意識した実践を
（３）情報デザインで情報システムを学ぶ（⽅法）
（４）情報システムを図解化した授業の流れ
（５）情報システムをどう活⽤するのか（評価）



情報システムの授業の流れ

授業数 授業内容

１時間目 図解化の説明、図解化演習①

２時間目 図解化演習②、情報システム調べ

３時間目 情報システムの図解化

４時間目 発表資料作成、発表、振り返り
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PowerPointで
要素と⽮印をコピペして図解化演習

要素

関係
要素

大きな要素



練習１．西浜くんは茅ヶ崎さんのことが好きだ

西浜 茅ヶ崎

好き



POS
レジ

本部

店舗

ストア
PC

メーカー
配送
センター

バーコードの
情報を送る

商品の値段
をレジに表示

売上情報

発注データ

発注データ

納品
①POSレジからストアPCにバーコードの
情報を送る

②ストアPCからPOSレジに値段を表示

③ストアPCから本部に売り上げ情報を送信

④本部からメーカーに発注データを送信

⑤メーカーから配送センターに

発注データを送信

⑥配送センターから店舗に納品

ＰＯＳシステムの仕組みを手順化



発表はＰＲＥＰ法でまとめた形のモノを
グループ毎に発表させた
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発表の流れ
（１）はじめに（ねらい）
（２）情報Ⅰは全体の項⽬を意識した実践を
（３）情報デザインで情報システムを学ぶ（⽅法）
（４）情報システムを図解化した授業の流れ
（５）情報システムをどう活⽤するのか（評価）



⽣徒が図解化した情報システムの⼀覧

YouTubeとニコニコ動画のシステムの違い
電子マネーは利用者と取り扱うお店にどんなメリットがあるのか

自作LINEスタンプは今から作っても儲かるのか
Suicaでチャージした時のお金の流れがどうなっているのか
iTunesカードでアプリなどを買うことのメリットについて
Tポイントカードはなぜ購入すると無料でポイントが加算されるのか
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1.結論

•Suicaでチャージした時の
お金の流れがどうなって
いるのか。



２．理由

•身近なカードがどのように
データを扱っているか気に
なったから



（交通系ICカードの仕組み ）図解化

Suica現金 JRの
サーバ改札

中央
サーバ
他社のデータ
を含む

チャージ

払い戻し

支払い

処理

他社のカード
の処理

カード情報

カード情報



４．結論

•他社のカードの場合は中央サーバ
までデータのやり取りをしているこ
とが分かった。私たちの集められた
データをどのように活用しているの
か、理解した上で使用していきたい。



ルーブリック（評価のものさし）を
活⽤した評価

Ｓ︓Super（期待する思考活動以上に、何かプラスαがある）
Ａ︓⼗分満⾜できる（期待する思考活動が⼗分⾒られる）
Ｂ︓概ね満⾜できる（期待する思考活動は⾒られるが、未到達な部分もある）
Ｃ︓努⼒を要する（期待する思考活動が⾒られない）

S A B C

図解化
仕組みを詳しく、
伝わりやすく
図解化できた

仕組みを
詳しく図解化
できた

仕組みを
図解化できた

仕組みを

図解化できな
かった

効果的な
活用方法

システムの

効果的な活用
方法を提案
できた

システムの
活用方法を
提案できた

システムの
仕組みを理解
できている

システムの
仕組みを理解
できていない

29



⽣徒による気づき
•図解化することで複雑な仕組みが
理解できた
•情報システムにデータが蓄積される
メリットについて気づいた
（データサイエンス）
•ユーザ側からでは気づかない管理者側から
⾒た情報システムのメリットに気づいた



この実践の課題
•評価が難しい、図解化したデータから活⽤
の⼯夫まで持ってこれていない⽣徒がいた
•図解化で簡単にするからこそ、抜け落ちて
いる仕組みがあるのではないか
•どのように情報システムを活⽤していくか、
問題解決までもっと細かく調べさせる必要
性がある



私の発表のまとめ

•情報デザインで情報システムを学ぶ
•問題解決型の授業で思考⼒・判断⼒・表現
⼒が育つ
•データ活⽤の⼯夫をどう評価するべきか


